
ＧＴ出力管シングルアンプ ＡＲＩＴＯ＠伊吹南麓

残留雑音 ダンピングファクター

１０～３００ｋＨｚ ＩＥＣ－Ａ （８Ω負荷、１ｋＨｚ、１Ｖｒｍｓ）
Ｌｃｈ ４３２．４μＶ １３４．２μＶ Ｌｃｈ １１．５１ （ＮＦＢ無 １．５１）

Ｒｃｈ ４９９．７μＶ ９４．６８μＶ Ｒｃｈ １６．１６ （ 同上 １．８０）

２０１７．６．１８ 前川有人（滋賀県米原市）

アイドリング電流の自動調整回路を搭載し、ピン配置が同様で２５Ｗ以上の
プレート損失を持つＧＴ出力管（ＫＴ８８、ＫＴ９０、ＫＴ１２０、ＫＴ１５０、６５５０、Ｅ
Ｌ３４等）を差し替えて音の違いを楽しむことができるシングルアンプです。
スクリーングリッド電圧を低く設定することでバイアス電圧が非常に浅くなり、
カソード帰還の効果を最大限に引き出すことを目論みました。出力管によっ
て異なりますが、多極管のネイティブ動作で１０以上のダンピングファクタを得
ることができました。

2SA1015

1.5k

85Ω

650Ω

68k

25V

ECC832-2
TK20A60U

10μ

1N5380B

(A)

10kΩ

(+0.65V)

27
0k

P

B+

5kΩ

6550

10

  
2S
C1
81
52S
A1
0
15
 

2S
C
18
15
 

1k

1M

0.15μ10

2W 82k

  3μ

 ×4

16Ω
8Ω

  
16
V 
22
00
μ

3.
6k

300

1k

680p
ECC832-1

ACOUS
TS-1050C

OUTPUT  

+374.4V

ﾊﾞｲｱｽ基準電圧

-27.1V

  INPUT

250V

1W
3H 80mA

470

160V

COM
   250V 1.5μ

270k

25H
20mA

450V 680μ450V 22μ10μ

1W
 1
.5
k

4.7k4.7k
100μ

450V

2W 330k


